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を整えてきているが, 町の随所に帝政時代の名残や, ナチス ・ ドイツ
時代の爪痕, 第二次大戦時の爆準と破壊, 戦後の分断時代の歴史の傷
跡が重層的に折り重なって見える町であった。学会のホストとなった






て, かってアドルフ'ハルナック, ヘルマン・グンケル, ヨハンネ ス・
ヴァイス, アドルフ・ ダイスマン, ハンス ・ リーツマン等の巨匠が講
'aに立つたのもこの大学である。現在のフンポルト大学神学部は, 新







る。旧約・ユダヤ教部門では, 旧約神学, 旧約聖書の研究法, モーセ
五書, 預言, 知恵文学, メ タ フ ァ ー, クムラン研究等の分科会が設け
ら れ, 新約部門では, ぺツサイダ発掘調査報告, 新約神学, 方法論, 共
観福音書, パ ウ ロ書簡, へプル書,フェミニスト聖書解釈, 修辞的批
評, 本文批評等の分科会が設けられた。 私は主としてパウロ書簡と修
辞的批評の分科会に参加し, パウロ書簡のセクションでは, Paul's
Remembrance of his PersonalHistory:A RhetoricalAnalysis of












理と道徳的説得に関するハイデルべルク会識 (The Heidelberg Con-









会場は, ア メ リ カのカリフォルニアに本拠を置くぺツパーダイン大
学がハイデルべルクに保有するセミナーハウ スであった。 参加者は修
辞学的批評に関心を持つ聖書学者と古典学者であり, ア メ リ カ, オラ



















ダイン大学の トマス ・オルプライトが担当したが, 議論を主導したの
は, エモリ 一大学のバーノン・ロビンスである。今回の会議はレトリッ














れた。大会の実施主体は,Studiorum Novi Testamenti Societas で





者総数は385人であり, 日本からは7名が参加した (但し, う ち 2 名
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は会員ではなく, ロンドン大学博士課程に在学中の学生とセント ・ ア













ウ ェスト コ ツ ト や ジ ョ ン・ ライトフットといった主教と神学部教授と
兼任した新約聖書学の巨匠達が活躍した歴史がある。 また, ダンの前












プ と い う 三 つ の 要 素 か ら な っ て い る。会長講演(Presidential
Address)を担当したジェイムズ・ダンは, 生ける伝統としての新約伝
承の口承性と共同体性を強調した。 研究発表は, 主催者である学会が
予め指名した学者達が行う, 主要論文(Main Papers) の 部 と, 会員
から公募して選んだ「公募論文(0fferedPapers)」の部とがある。 主








ンスのバリ ・ カトリック神学院の ミッシェル・ ケス ネルによって読ま




の よ う な一般的神学命題を読み込んで良いのかどうか, 方法論上の疑
問が残る研究発表であった。 四番目の主要論文において, ライデン大
学のへンク ・デョ ングは, マル コ福音書におけるイ ェスの宮清めの記
事の背景に(マルコ11 : l 5 ), ゼカリア14 :2 lの影響があることを指
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摘し, この部分の伝承形成をイ ェスの宮清めの出来事のう ち に  「主の






T・W・マーティン, T・L・ ドナルドソン, J・フォルツ J・ランブレ
ヒ ト , D・C・パーカー, G・ ダウニングらが, 発表者であったが, 私
も第二回日のセッションでA RhetoricalStudy of Peter's Temple























第二回セッションは, メイローン大学のデュエイン ・ ワ ト ソ ン の
Typesof Rhetoric-Judicial,Deliberative,and Epideictic-and the
Studyof thePaulineEpistles (「レトリックの類型(法廷的・助言的・
演示的)とパウロ書簡研究」)に基づいて識論を行つた。 ワ ト ソ ン は,
そのデビュ一作Invention,Arrangement,and Style-RhetoricalCrit-
icism of Jude and2Peter(SBLDSl04;Atlanta:Scholars,1988)
以来, G・A・ケネディの修辞学的分析モデルを適用して, 新約書簡の
修辞学的分析を精力的に行つてきた学者である。彼が旧約学者のA・
ハウザーと共著で刊行したRhetoricalCriticism of the Bible:A




















在はハイデルぺルク大学客員教授のロバート・ジューウ ェ ツ ト のRhe-
toricalExamples from Romans (「ロマ書より採択した修辞法の範






マ書全体の読み方が間題となった。 ジューウ ェ ツ ト に よ る と, ローマ
書中心は信仰義認のテーゼを提示する3-5章でなく, 倫理的勧告を与
え る l 2-15章であり, l 2-15章は probatio(論証)を構成しているとす
る。 この辺りの議論が強引すぎ, 率強付会な印象を与えたために, 筆
者を含む参加者達から異論が相次ぎ,AmbassadorialLetter と い う 中
心テーゼを論じるまでに至らなかったのは残念である。
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国際新約学会報告他 l l
国際新約学会次回大会は,2003年7月29日より8月5日にかけて
ポン大学を会場に開催されることが決まっている。
三つの国際学会を通して感じたのは, 日本の新約学会の現状と国際
学会の現状との大きなギャップである。第一に, 日本にもある程度発
達した新約学の世界が存在しているのに, 日本語という言語の壁のた
めに海外にはあまり知られていない。 日本の学者達には海外の大学で
学位を取得し, 西欧語で書いた学位論文は海外で出版され, ある程度
認知されている者もいるが, 彼らが帰国してからの学問活動は殆ど知
られていないのである。 日本という土地に神学的思考を根づかせるた
めには,日本語で著作活動を行うことが必要であることは事実である。
しかし, 国際的な場で対話をしっつ聖書学を行つていくためには, 西
欧語で著作や論文の執筆活動をおこなったり, 国際学会で研究発表を
行つて, 世界に向けた発信作業を怠らないことも大切である。第:二 tこ,
新約聖書の修辞学的研究は日本では山田耕太と筆者の二人しかおら
ず, いくら研究発表を繰り返してもさっばり理解されないが, 海外で
は既に主要な研究法の一つとしての地位が確立しており, かなり高い
レベルでの対話をすることが可能であるということである。国際学会
にやって来て研究発表を行つてみて, 修群学的分析に基づいた私の研
究に対して, 聴衆から初めてまともなリアクションが返つて来たとい
う印象が強い。国内にはいない対話の相手を求めるということも, 国
際学会に出席するメリットの一つなのである。
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